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＜コラム関西の風＞ 

 

カジノ・ＩＲについて考える 
 

                            大阪ガス株式会社 

秘書部経営調査室長  近藤誠一 
 

 
ご縁があって日本パブリックリレーションズ協会会員誌に寄稿させていただくことになった。

「関西の風」との洒落たタイトルのコラムに相応しいかどうか自信はないが、大阪・関西で侃々

諤々の議論となっている「カジノを含むＩＲ（統合型リゾート）」の誘致について私見を述べたい。 

 

カジノ・ＩＲについては周知の通り、賛成派は「地域活性化への起爆剤となる」「雇用創出につ

ながる」と喧伝し、他都市に先を越されてなるものかと鼻息が荒い。一方の反対派は「賭博依存

人口が増える」「非合法組織が暗躍する」と警鐘を鳴らしている。さて、どちらが正当な主張であ

ろうか。私はこれまで、大阪・関西にカジノ・ＩＲを誘致することによる経済的メリットと、依

存症対策等に要する社会的コストの定量比較を見たことも聞いたこともない。いわば「神学論争」

の様相を呈している。 

 

そんな中、カジノ・ＩＲの成功事例として有名なシンガポールの「マリーナ・ベイ・サンズ」

と「リゾート・ワールド・セントーサ」を視察する機会を得た。この議論に関わる人であれば、

大抵が視察に訪問していると思う。双方、中国人の富裕層と思える方で大いに賑わい、膨大な数

のスタッフが働いている。経済効果は相当なものと説明があった。さらには、犯罪歴のある者、

税未納者や生活保護受給者は入口でシャットアウトできるよう、個人情報管理が行き届き、その

情報がカジノ事業者に提供されているとの話も聞いた。流石、“明るい北朝鮮”と揶揄されるシン

ガポールである。シンガポールはカジノ・ＩＲの誘致を国家的プロジェクトに位置付け、国民的

議論を経て、大きな一歩を踏み出している。 

 

さて、わが国、大阪・関西はどうか。シンガポールのように、国民レベルでの突っ込んだ議論

が為されているであろうか。依存症対策として、シンガポールほど本気の対策を打つ覚悟がある

のだろうか。東京五輪開催までに急がなければならないと焦るのであれば、もっと真剣な議論が

必要ではないか。それは地元自治体の役目であると思う。 

 

依存症対策として如何なる手段を講じるのか、経済的メリットと社会的コストを定量的に比較

するとどうなるのか、府民・市民の目に晒してオープンに議論して欲しい。他都市に先を越され

るからという理由で、急いで誘致に走るというのは、余りにもお粗末である。 

 

そうは言いながら、「リゾート・ワールド・セントーサ」のトップは、大阪・夢洲アイランドに

進出できるなら、鉄道も自ら敷設すると言う。それほどの経済効果があるのかと、驚きを隠せな

いでいるのも正直なところである。 
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● 12 月 1 日（土） 『月刊広報会議』1 月号 
 

『月刊広報会議』1 月号における当協会の連載コラムに、当協会が主催した「ＰＲプランナー

フォーラム」の概要が取り上げられました。 

 

「ＰＲプランナーフォーラム」は、ＰＲプランナーの研鑽を目的として 2014 年 2 月より当協会

が開催を始めた研修会であり、第 2回のフォーラムは 9月 18 日にて東京にて行われました。 

 本フォーラムでは、(株)博報堂ケトル代表取締役の嶋浩一郎氏、(株)電通パブリックリレーシ

ョンズの井口 理氏をお招きし、「次世代の広報・ＰＲを考える～ＰＲプランナーに求められるこ

と～」をテーマとしたパネルディスカッションが開催されました。 

 本フォーラムで嶋氏は、次世代の広報・ＰＲにおける課題として統合型コミュニケーションと

コンテンツの重要性について語り、また井口氏はカンヌライオンズにおける広報・ＰＲの国際的

な潮流として、「Strong Engagement」「Power of Design」「Metaphoric Expression」について受

賞事例の紹介を交えてお話されるなど、次世代の広報・ＰＲをめぐる貴重なディスカッションが

行われたことが紹介されています。 

 

 

● 12 月 19 日（金） 『日刊建設工業新聞』 
 

 当協会が主催した「2014 年度ＰＲアワードグランプリ」において、旭硝子が「コーポレート・

コミュニケーション部門」の最優秀賞を受賞したことが取り上げられています。 

 2014 年に開催されたサッカーワールドカップ ブラジル大会を舞台に、同社が競技者用のベン

チにガラスルーフを提供し、世界各地でＰＲに努めたことが評価されたことが紹介されています。 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

ＰＲＳＪ ｉｎ Ｍｅｄｉａ 

 ●協会掲載記事

編集担当より 
会員のみなさんの情報をお寄せください！！ 

本誌では会員の動向・消息や、会員から会員へのお知らせなどを積極的に掲載いたします。
ビジネスに直結する情報に限らず、会員交流に関するものでも結構ですので是非ご一報くだ
さい。 
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アジア太平洋地域の主要都市「ソフト・パワー」調査で東京が高い支持を獲得 

「観光」「食文化」などソフト・パワー要素 16 項目中 10 項目で最高位
～ウェーバー・シャンドウィック、アジア太平洋地域主要 8 都市の調査発表～ 

 

■ 会員便り 
 

当協会法人正会員のウェーバー・シャンドウィックが 

アジア太平洋地域主要8都市のソフト・パワー調査を発表しました。 
 

 
[東京発] 2014 年 12 ⽉ 11 ⽇– 世界 81 か国で PR コンサルティングを提供するグローバル PR エー
ジェンシーであるウェーバー・シャンドウィックは、アジア太平洋地域の主要８都市を対象とし、ソ
フト・パワーに関する初の調査を⾏いました。その結果、東京は、今回調査した 16 項⽬のソフト・パ
ワーの要素のうち 10 項⽬において、調査対象 8 都市中の最⾼位を獲得しました。この調査は、軍事
⼒以外の都市の評価・評判に影響を与える要素をソフト・パワーと定義して、16 項⽬を調査したもの
です。 
ソフト・パワー要素として調査した 16 項⽬は以下の通りです。「観光」、「⾷⽂化」、「ジェンダーに関
する寛容性」、「⼩売店と周辺地域」、「政治的意思決定」、「美術・⽂学」、「ニュース・メディア」、「現
代建築とデザイン」、「⾒習いたい都市」、「スポーツ／レジャー施設」、「⾦融機能」、「学術研究・⾼等
教育」、「サステナビリティーと環境」、「⾳楽」、「ソーシャルメディアとデジタルテクノロジー」、「⽣
活⽔準」また、調査対象の８都市は、バンコク、⾹港、クアラルンプール、ソウル、上海、シンガポ
ール、シドニー、東京です。 
 

調査概要  内 容    ：アジア太平洋地域ソフト・パワー要素 16 項⽬に関するアンケート調査 
回答者(地域別)：18 歳以上の成⼈男⼥ 4,147 ⼈ 
 
 

調査⽅法  ：インターネット調査 
調査実施時期：2014 年 7 ⽉〜8 ⽉ 
調査機関  ：KRC リサーチ社 

 
調査結果のハイライト 

 東京はソフト・パワー要素１６項⽬中１０項⽬*で最⾼位（第１位）を獲得しました。 

*「観光」、「⾷⽂化」、「⼩売店と周辺地域」、「政治的意思決定」、「美術・⽂学」、「ニュース・メディア」、「⾒
習いたい都市」、「学術研究・⾼等教育」、「ソーシャルメディアとデジタルテクノロジー」、「⽣活⽔準」 

シンガポールは「サステナビリティーと環境」、「⽣活⽔準」において第１位の評価を得ました。 

 ⾹港は「⾦融機能」で第 1 位の評価を得ました。 

シドニーは「スポーツ／レジャー施設」、「現代建築とデザイン」、「ジェンダーに関する寛容性」、「⾳
楽」で第 1 位の評価を得ました。 
ソフト・パワー全体の評価について、住⺠は⾃分の居住都市を⾮居住者よりも平均 18％⾼く評価 
 していました。特にシドニーは最も差が⼤きく（＋26％）、最も差が少ない都市はソウルでした
（+5％）。 

＜東京 500 ⼈、バンコク 515 ⼈、⾹港 536 ⼈、クアラルンプール 531 ⼈、
ソウル 520 ⼈、上海 522 ⼈、シンガポール 513 ⼈、シドニー510 ⼈、＞ 
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調査の背景と⽬的―アジア市場への注⽬ 

⾼い経済成⻑を続けるアジア太平洋地域の影響⼒はグローバル市場で注⽬されています。アジア諸国
の訪⽇ビザ（査証）の発給要件の緩和などの影響もあり、2014 年の訪⽇客数は 10 ⽉までで 1100
万⼈を突破し、国内消費市場での存在感が⾼まっています。2020 年に東京で開催予定のオリンピッ
ク・パラリンピックにより、東京は再び世界の関⼼を集めています。 
ウェーバー・シャンドウィックは、アジア太平洋地域の都市が持つソフト・パワーの理解を促進し、

⾏政・ビジネスへの活⽤促進と、国際都市としての地位向上への貢献を⽬的とし、KRC リサーチ社
とともにアジア太平洋地域主要 8都市の⼀般消費者 4,147⼈を対象にオンライン調査を⾏いました。
また各都市でメディア、デザイン、ファッション、建築、⼩売、スポーツ、貿易など幅広い分野の専
⾨家 20 名に、ソフト・パワーについてのインタビューを⾏いました。  

 
ウェーバー・シャンドウィックのアジア太平洋地域チーフ・ストラテジー・オフィサーであるイアン・
ラムズビーは「アジアの国々が急激に都市化し、クリエイティブな⼈材の確保、都市への投資、観光
収⼊をめぐる競争が激しさを増したことで、都市ブランドの評価・評判の向上は⾏政や都市の優先課
題となっています。成功の鍵は、ユニークなソフト・パワー要素の相互のつながりを構築し、発展さ
せ、明確に発信する能⼒です」と述べています。 
 
都市の評価・評判を差別化する認識に関するインサイト 

また本調査では、アジアの都市の評価・評判の推進⼒について、各界の有識者らによって次の 5 つの
⾒解が明らかになりました。  
 
アイデンティティ (Identity) 
国のブランドが、都市を特徴付けるソフト・パワー要素に対する認識を醸成する能⼒を超えることが
あります。訪問地としての魅⼒向上に注⼒する都市にとって、課題であると同様にチャンスでもあり
ます。また有能な⼈材の獲得競争の中で、国としてのソフト・パワーを活⽤すると同時に、都市独⾃
のブランド・アイデンティティを形成し双⽅でバランスをとることは、都市の総合的価値と提供する
物事に対する深い理解を醸成する上で⽋かせない最初のステップです。  
 
 

 ●会員情報



- 22 - 

 
 

 
周辺地域（Neighbourhoods） 
都市の周辺地域は、そのユニークかつ多様なソフト・パワー要素を住⺠と⾮居住者に⽰す⽂化の集積
（クラスター）です。特徴が明確な街は、⼈々の関⼼分野に適した独特なソフト・パワー要素を経験
し関与する機会を提供します。そして地域の関⼼と関連性を⼈々の⽣活にまで⾼める都市は、評価・
評判を⾼めます。  
 
住⺠のアドボカシー (Citizen Advocacy) 
今回調査した 8 都市の住⺠は、今回設定した各ソフト・パワー要素に対し⼀貫して、⾃分の都市につ
いて⾮居住者よりも 18%⾼く評価しています。 
都市に対する住⺠のプライド（⾃尊⼼）の⾼まりをよく理解し引き出すことは、都市のソフト・パワ
ーと密接な関連持っています。都市が成⻑し⼈々の⽣活が豊かになると、旅⾏をして異なる地域の⼈々
とつながりを持つことが容易になります。したがって住⺠が⼤使として他の地域で⾃分の住む都市を
推奨することを促すことは、都市のブランディングにとって⼤きな可能性を秘めています。  
 
クリエイティブ・クラス (The Creative Classes) 
クリエイティブな⼈々は、⾳楽やテクノロジーから持続可能性や設計に⾄るすべてで、イノベーショ
ンを⽀えるアイデア主導の経済を創造し、都市のイノベーションの強⼒な⼒になります。⾏政担当者
は、都市に必要なクリエイティブな⼈材を惹き付ける多様な環境を醸成する⽅法について、戦略的に
考える必要があります。 
ウェーバー・シャンドウィックのアジア太平洋地域会⻑であるティム・サットンは、「クリエイティブ
で⾰新的な⼈材は、常に都市の⽂化と経済の発展に基盤的な役割を果たしてきました。常時インター
ネットに接続し、競争の激しい今⽇の世界でこのような⼈材を惹き付けるには、ブランドとしての⾼
い評価・評判が必要です。⾏政担当者は、この新しい調査で明らかになった強⼒なアイデアと洞察を
利⽤することで、都市のソフト・パワー要素に磨きをかけて収益化し、優秀な⼈材を獲得する競争に
有利な評価・評判を築くことができます」 と述べています。 
 
ピープル・パワー（People power） 
魅⼒的な体験を提供できなければ、都市インフラへの巨⼤投資の効果が損なわれる可能性があります。
空港であれ、スポーツ施設であれ、それぞれの場所での体験の評価は判断する⼈々にかかっています。
⼈に基づくサービス⽂化に投資する都市は⼈々の体験を強化し「温かく、快適な」都市としての評価・
評判を確実に⾼めることができます。  
 
「魅⼒ある都市のソフト・パワーとは―アジア太平洋地域の都市の評価・評判（ 原題：Engaging 
Cities: The Growing Relevance of Soft Power to City Reputations in Asia Pacific）」レポ
ートには、各都市の 16 項⽬のソフト・パワー要素のパフォーマンス分析と評価、その理由に関する回
答者からのコメントが記載されています。このレポートでは、「都市の⾃尊⼼（City self-esteem）」も
取り上げています。 
調査対象となった 8 都市のインフォグラフィックスは、こちらよりご覧いただけます。
webershandwick.asia/engaging-cities （フルバージョン・英語版） 
webershandwick.jp/engaging_cities_jp/ （抜粋版・⽇本語） 
 

# # # 
 
【本件に関するお問い合わせ】 
ウェーバー・シャンドウィック 
担当： 楠  真理⼦ 
Tel： 03-5427-7348 
E-mail: mkusunoki@webershandwick.com 

 ●会員情報


